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おめでとうございます

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
でか

し
い
新
春
を
健
や
か
に

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お発

展
の
た
め
に
温
か
い
ご
支

ま
た
、
日
頃
か
ら
市
政
発を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

援
、
ご
理
解
、
お
力
添
え
を

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。高

齢
化
の
進
行
や
、
厳
し

現
在
我
が
国
は
、
少
子

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、

い
雇
用
情
勢
、さ
ら
に
は
東

と
い
っ
た
環
境
問
題
な
ど
、

原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
とて

お
り
ま
す
。

数
多
く
の
課
題
に
直
面
し
てて

も
、
昨
年
初
め
か
ら
の
持

国
内
景
気
に
つ
き
ま
し
ての

経
済
成
長
が
続
い
て
お
り

ち
直
し
傾
向
に
よ
り
高
め
のは

ま
だ
ま
だ
実
感
で
き
な
い

ま
す
が
、
地
方
に
お
い
て
は行

財
政
の
環
境
は
、
今
後

現
状
に
あ
り
ま
す
。
地
方の

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
少

も
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の支

援
や
医
療
・
福
祉
の
充
実
、

子
高
齢
化
に
伴
う
子
育
て
支性

化
、
総
合
的
な
危
機
管

地
域
を
支
え
る
産
業
の
活

、
様
々
な
課
題
に
真
摯
に

理
や
防
災
力
の
充
実
な
ど
、れば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お

取
り
組
ん
で
ま
い
ら
な
け
れ

り
ま
す
。

昨
年
、
一
昨
年
と
、
国
・
県
・

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

企
業
が
新
規
立
地
や
工
場

市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、の

新
規
雇
用
が
生
ま
れ
ま
し

等
の
増
設
を
行
い
、
多
数
のの

定
住
化
や
産
業
の
活
性
化

た
。
若
者
や
子
育
て
世
代
のあ

り
、
引
き
続
き
企
業
誘
致

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

な
ど
雇
用
創
出
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
か
ら
の
復
興
対
策
と

し
て
は
、
風
評
被
害
払
拭
の
た
め
に
首
都
圏
等
に
お
い

て
本
市
の
農
産
物
等
の
安
全
性
や
、
特
徴
あ
る
観
光

に
つ
い
て
積
極
的
に
一
層
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
７
月
の
集
中
豪
雨
災
害
の
早
期
復
旧

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、昨
年
好
評
で
あ
り
ま
し
た「
三

ノ
倉
高
原
花
畑
」
な
ど
を
地
域
振
興
に
結
び
つ
け
、
市

民
の
皆
様
が
一
刻
も
早
く
安
堵
感
を
取
戻
し
明
る
く
平

穏
な
日
々
を
送
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
最
大
限
の
努
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
本
市
の
方
針
と
し
て
、「
市
民
の
手
に
よ

る
市
政
、
市
民
の
た
め
の
市
政
」
を
基
本
理
念
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、「
農
林

業
、
商
工
業
の
発
展
に
よ
る
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
政
策
を
実
施
し
、
喜

多
方
市
総
合
計
画
に
掲
げ
た
喜
多
方
市
の
将
来
の
都

市
像
「
豊
か
で
元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・

観
光
都
市
」
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
活

気
に
満
ち
た
輝
か
し
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ

た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

な
る
躍
進
と
魅
力
あ
る

「
さ
ら
な

喜
多
方
市
を
目
指
し
て
」

市 　長
山 口 信 也
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新年　明けまして

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

て
は
、
お
健
や
か
に
新
年

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
とし

て
、
初
め
て
の
新
年
を

議
長
に
就
任
い
た
し
ま

た
が
、
こ
れ
ま
で
市
政
の

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し心

血
を
注
い
で
参
り
ま
し

進
展
と
議
会
活
性
化
に
心ら

頂
い
た
温
か
い
ご
指
導
、

た
。
こ
の
間
に
皆
様
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
支
援
に
対
し
、
改
め
て
御国

を
巡
る
世
界
的
な
状
況

さ
て
、
昨
年
を
、
我
が

す
と
、
政
治
的
に
は
、
尖

か
ら
簡
単
に
振
り
返
り
ま

そ
し
て
竹
島
に
お
け
る
韓

閣
諸
島
に
お
け
る
中
国
、

を
は
じ
め
、
我
が
国
と
近

国
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を継

続
し
て
お
り
、
早
期
の

隣
諸
国
と
の
緊
張
状
態
が

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
経

平
和
的
解
決
が
待
た
れ
る環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

済
的
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環無

に
よ
っ
て
は
貿
易
の
枠

プ
協
定
）へ
の
参
加
の
有
無こ

と
か
ら
、
日
本
の
主
張

組
み
が
大
き
く
転
換
す
る堅

持
」
は
守
ら
れ
る
の
か
、

「
農
産
物
の
重
要
５
品
目
堅の

行
方
を
注
視
す
る
必
要

今
後
の
関
係
国
と
の
協
議

が
あ
り
ま
す
。

は
、
自
由
民
主
党
及
び
公

次
に
、
国
内
に
お
い
て

両
院
で
安
定
多
数
を
確
保

明
党
の
政
権
与
党
が
衆
参

政
権
に
よ
る
景
気
回
復
や

す
る
こ
と
と
な
り
、
安
倍
政、

そ
し
て
的
確
な
行
財
政

少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、

改
革
の
推
進
な
ど
、
様
々
な
重
要
課
題
へ
の
迅
速
か

なを
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

つ
効
果
的
な
施
策
の
遂
行

り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
本
市
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
低

迷
す
る
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
拡
大
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
農
業
関
係
に
お
い

て
は
、
米
の
生
産
調
整（
減
反
）制
度
の
廃
止
に
よ
る

影
響
を
見
極
め
、
よ
り
力
強
い
農
業
の
育
成
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
併
せ
て
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
る
風
評
被
害
と
い
う
実
害
を
一
日
も
早
く
払

し
ょ
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
医

療
、
福
祉
、
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
各
施
策
の

重
要
性
も
高
く
、
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
市
議
会
と
し
て

は
、
議
会
の
役
割
と
責
務
を
発
揮
し
な
が
ら
、
市
民

の
皆
様
の
希
望
が
市
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
力
し

て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
改
革
を
推
し
進

め
る
中
で
、
昨
年
制
定
し
た
「
市
議
会
基
本
条
例
」

の
前
文
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、『
こ
れ
ま
で
積
み
重

ね
て
き
た
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
確
か
な
も
の
と
す

る
た
め
、
議
会
及
び
議
員
の
責
務
を
自
覚
し
な
が
ら
、

市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
を
目
指
し
』、
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
も
に
歩
み
、
言
論
の
府
に

「
市
民
と

ふ
さ
わ
し
い
議
会
を
目
指
し
て
」

市議会議長
齋 藤 仁 一
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◆
市
役
所
の
窓
口
…
市
民
課

国
民
年
金

係
☎（
２４
）５
２
２
６
ま
た
は
各
総
合
支
所

住
民
課

○
月
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分

※
市
役
所
で
の
手
続
き
に
は
、
制
限
が
あ

り
ま
す
。お
問
い
合
わ
せ
の
内
容
に
よ
り
、

年
金
事
務
所
を
ご
案
内
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
場
所

各
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア

※
年
金
事
務
所
や
市
役
所
窓
口
で
は
お
支

払
い
で
き
ま
せ
ん
。

◆
納
付
書
の
種
類

誕
生
月
〜
３
月
分

（
一
括
払
い
分
）、
各
月
払
い
分
な
ど

※
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

銀
行
口
座
の
印
鑑
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の（
年
金
手
帳
な
ど
）が
必
要
で
す
。

申
請
し
承
認
さ
れ
る
と
年
金
保
険
料
の

免
除
ま
た
は
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

◆
学
生
の
方

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
制
度

○
必
要
な
も
の
…
学
生
証
の
コ
ピ
ー（
表

と
裏
の
両
面
）ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑

◆
一
般
の
納
付
困
難
な
方

国
民
年
金
保

険
料
免
除
制
度

○
必
要
な
も
の
…
印
鑑
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
証（
離
職
し
た
方
）な
ど

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
た
ち
で
す
。
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う

な
手
続
き
が
必
要
な
の
か
説
明
し
ま
す
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
二
十
歳
に
な
る
と
、
す
で
に

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
以
外
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２０
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
、
日
本
年
金

機
構
よ
り
書
類（
左
参
照
）が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
そ
の
後
、
年
金
事
務
所
か
市
役
所

の
窓
口
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
窓
口
を
訪
れ
る
の
が
困
難
な
方
は
必

要
書
類
に
記
入
後
、
年
金
事
務
所
へ
書
類

を
郵
送
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

○
必
ず
提
出
が
必
要
な
書
類
…
国
民
年
金

被
保
険
者
資
格
取
得
届
書

二
十
歳
が
ス
タ
ー
ト
！
国
民
年
金

新
成
人
の
皆
様
へ

国民年金資格取得手続きの流れ

20
歳
に
な
っ
た
方

通知等書類の送付
（誕生月のはじめ）

取得届書の提出
（市役所窓口でも可能）

年金手帳、納付書の
送付（１か月程度）

年

金

事

務

所

◆
会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
２（
２７
）５
３
２
１

○
月
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

○
火
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分

○
第
２
土
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

４
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
が
午

後
７
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

◆所在地　〒965－8561
　　　　　福島県会津若松市追手町5-16

～ ～

20歳以上60歳未満の厚生年金や共済組

合の加入者に扶養されている配偶者

厚生年金や共済組合に加入している会

社員や公務員など

20歳以上60歳未満の自営業・農林漁業・

自由業・学生・無職の人など

第３号被保険者

第２号被保険者

第１号被保険者
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 きらレポ － vol.３ －
　第３回目は山都町で喫茶店を経営するとともに、地域の

魅力を発信し続ける秋庭千可子さんにお話を伺いました。

秋庭　千可子（あきば ちかこ）さん

1958年生まれ 東京都出身
山都町で「茶房 千」を経営するかたわら、一般社団
法人越後屋の理事長を務める。また、市の定住コンシ
ェルジュとして、Iターン希望者と地域住民との橋渡
し役を担う。

－「水曜勉強会」

　2000年1月に山都町に来たので、今年で14年目になります。2010年に「茶房 千」を開き、3年が経過
しました。開店の翌年に東日本大震災が起こりました。当時は、情報が錯そうしていましたので、20人
程度の方々と自分たちが持っている情報を共有し合うため、毎週水曜日に「水曜勉強会」を開催しました。
この勉強会は、山都町の方だけではなく、市外・県外の方にも参加していただきましたので、様々な情
報の交換ができました。今でも続いていますが、意見交換の場だけではなく、講演会なども開催してい
ます。

－一般社団法人越後屋

　「水曜勉強会」の主要メンバーであった女性3人で今年4月に一般社団法人越後屋を設立し、地域
の活性化を図るため、情報交換の拠点整備やIターンの方と地元の方の交流事業、講演会などを開催
しています。また、1月にはテレワーク※を活用した就労支援事業を開始します。
※テレワーク…パソコンなどの情報通信技術を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方

－大切にしていること

　縁、出会いを大切にしたいと思っています。私も多くの方々に支えていただいています。自分だけ
ではなく、みんなが一緒に共生・共栄できる世の中になればと思います。そして、「思い続ければ、
あきらめなければなんとかなる。」そう信じています。

－定住コンシェルジュ

　市の定住コンシェルジュを務めていますが、Iターン希望者や農業を体験したい人に、「厳しいけど、楽
しいよ」と伝えています。山都町は、Iターンの方々が多い地域です。豊かな自然、人情味あふれる人柄は、
魅力にあふれています。Iターンの方々が来る山都の魅力を掘り起こすこと、そしてIターンの方々と地元
の人を繋ぐことができればと思います。「茶房 千」もIターンの方と地元の方とが交流のできる場にしてい
きたいです。

－原発への思い

　自分が生きている限り、原発の行く末を見定めなければならないという強い思いがあります。次世代の
子どもたちが喜んで生きていくことのできる社会を作り上げるため、この時代に生きた者としての責任で
あると考えます。私に何ができるかまだ分からない状態ですが、様々なことに挑戦し、私にできることを
探っているところです。

　秋庭さん、ありがとうございました。人を繋ぐとともに、次世代を見据えた活動を通じて地域の活性化

を目指す秋庭さんの活動は市のホームページにも掲載していますので、ぜひご覧ください。

企画政策課 政策推進班☎（24）5208問 問
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郵
送
さ
れ
た
入
場
券
を
お
持
ち
の
う

え
、
指
定
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
６
年
１
月
２７
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
ま
た
は
平
成
２５
年
１０
月
１８
日
ま
で
に
転

入
届
出
を
さ
れ
た
方
で
、
い
ず
れ
も
引
き

続
き
３
カ
月
以
上
喜
多
方
市
に
住
ん
で
い

る
方
で
す
。

喜
多
方
市
か
ら
他
市
町
村
に
転
出
さ
れ

た
方
は
、
今
回
の
選
挙
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
や
旅
行
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
た
め
に
投
票
で
き
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
は
、
次
の
ど
の
投
票
所
で

も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
入
場
券
を
お
持

ち
の
う
え
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
日
前
投
票
に
お
け
る
「
宣
誓

書（
兼
）請
求
書
」
の
様
式
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

仕
事
等
に
よ
り
期
日
前
等
投
票
の
期
間

か
ら
投
票
日
当
日
ま
で
、
喜
多
方
市
の
区

域
外
の
住
所
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
は
、

不
在
者
投
票
が
出
来
ま
す
が
、
郵
便
で
の

請
求
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
産
や
病
気
、
そ
の
他
の
理
由
で
不
在

者
投
票
の
指
定
さ
れ
た
病
院
や
施
設
に
入

院
、
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院

ま
た
は
施
設
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
場
合
、
本

人
が
そ
の
病
院
な
ど
の
長
に
申
し
出
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
場
所
で
投
票
が
で
き
ま

す
が
、
指
定
病
院
ま
た
は
指
定
施
設
か
ど

う
か
は
病
院
な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
喜
多
方
市
内
の
指
定
病
院
な
ど
》

飯
塚
病
院
、
入
澤
病
院
、
エ
ル
ム
ホ
ー
ム
、

小
野
病
院
、
北
原
荘
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
や
ま

と
、
佐
原
病
院
、
し
の
の
め
荘
、
し
ょ
う

ぶ
苑
、
鮮
雲
荘
、
天
心
ケ
ア
ハ
イ
ツ
、
鳴

瀬
病
院
、
パ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
小
野
、

有
隣
病
院（
５０
音
順
）

投
票
日
当
日
の
投
票

選
挙
資
格
の
あ
る
方

他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
方

他
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

期
日
前
投
票

喜
多
方
市
長
選
挙
の
お
知
ら
せ

投票日 1月26日（日） 告示日　1月19日（日）

投票時間　投票所により投票時刻が異なりますのでご注意ください。

◆午前7時～午後4時　加納第1投票所、加納第2投票所、山都第5投票所、
　　　　　　　　　　山都第10投票所、山都第11投票所

◆午前7時～午後5時　関柴第2投票所、熱塩加納地区および山都地区における上
　　　　　　　　　　記以外の投票所、塩川地区および高郷地区における全投
　　　　　　　　　　票所

◆午前7時～午後6時　関柴第2投票所を除く喜多方地区の投票所

期　間 1月20日（月）～1月25日（土）

期日前投票
の

場所時間

喜多方プラザ第三練習室
（プラザ北側駐車場西）

午前8時30分
～午後8時

喜多方市熱塩加納会館事務室

午前8時30分
～午後7時

塩川総合支所第2小会議室

山都総合支所小会議室

高郷総合支所メモリアルルーム

※「喜多方市役所Ｃ棟会議室」では行いませんのでご注意ください。



　広報きたかた　2014.1◯　◯◯

身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
ま
た
は
要
介

護
者
の
方
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票（
在

宅
投
票
）が
で
き
ま
す
。
該
当
す
る
方
で

新
規
に
申
請
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
添
付
の
う
え
、

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
一
定
の
要
件
と
は
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
現

に
受
け
て
い
る
方
で
、
障
害
の
部
位
や
程

度
に
よ
り
異
な
り
、
ま
た
、
要
介
護
者
の

う
ち
、
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分

が
「
要
介
護
５
で
あ
る
者
」
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
方
な
ど
で
す
。

ま
た
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で

き
る
方
で
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
代
理
記

載
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
手
続
き

▼
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
対
し
、

文
書
で
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付

申
請
を
す
る（
申
請
書
は
必
ず
選
挙
人
本

人
が
書
き
、
手
帳
な
ど
を
添
付
す
る
こ

と
）。

▼
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
は
、
該
当

す
る
と
認
め
た
場
合
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
を
交
付
す
る
。

▼
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
対
し
、

投
票
用
紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
の
交
付
申

請
を
す
る（
選
挙
の
期
日
前
４
日
ま
で
）。

▼
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
は
、
該
当

す
る
と
認
め
た
場
合
、
郵
便
に
よ
り
投
票

用
紙
お
よ
び
投
票
用
封
筒
を
交
付
す
る
。

▼
選
挙
人
は
、
そ
の
現
在
す
る
場
所
に
お

い
て
投
票
用
紙
に
自
ら（
代
理
記
載
の
場

合
は
代
理
記
載
人
）が
記
載
し
、
封
筒
に

入
れ
て
封
を
し
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
あ
て
に
郵
便
で
送
付
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
新
し
く
選
挙

権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
方
に
つ
い
て
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る
た
め
の
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
「
学

生
な
ど
で
喜
多
方
市
に
住
民
登
録
を
し
た

ま
ま
、
他
の
市
町
村
で
下
宿
な
ど
の
日
常

生
活
を
し
て
い
る
場
合
、
選
挙
権
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
の
お
尋
ね
が
多

く
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
選
挙
権
の
有
無
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、「
当
該
市
町

村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
年
齢
満
２０

歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、
そ
の
者
に
係
る

登
録
市
町
村
等
の
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た

日
か
ら
引
き
続
き
３
箇
月
以
上
登
録
市
町

村
等
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
者
に
つ
い
て
行
う
」
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

「
住
所
」
と
は･･･

民
法
第
２１
条
で
「
各

人
の
生
活
の
本
拠
地
を
も
っ
て
そ
の
住
所

と
す
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
省
通
達（
昭
和
４６
年
）で
は

「
修
学
の
た
め
郷
里
を
離
れ
て
居
住
す
る

学
生
、
生
徒
に
つ
い
て
は
、
そ
の
居
住
す

る
寮
、
下
宿
等
の
実
家
か
ら
の
距
離
が
近

く
、
実
家
等
に
配
偶
者
が
あ
り
、
か
つ
管

理
す
べ
き
財
産
を
持
ち
、
し
た
が
っ
て
休

暇
以
外
に
も
し
ば
し
ば
帰
宅
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
、
そ
の
事
実
も
あ
る
等
の
特

別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
、

そ
の
寮
、
下
宿
等
の
所
在
地
に
住
所
が
あ

る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
公
職
選
挙
法
に
お
け

る
住
所
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
、
選
挙
人

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

大
学
生
な
ど
の
選
挙
権

名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、
投
票
が
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
も
、
２０
歳
に
は
な
っ
た
も
の

の
、
実
態
調
査
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
方
ま
た
は
こ
れ
か
ら
２０

歳
に
な
る
方
で
、
ま
だ
う
っ
か
り
現
住
所

地
に
住
所
を
異
動
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
以
上
の
よ
う
な
不
都
合
が
生
じ
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
現
在
居
住
さ
れ
て
い
る

市
区
町
村
な
ど
で
住
民
登
録
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

喜
多
方
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
２４
）５
２
５
８
ま
た
は

各
総
合
支
所
住
民
課
地
域
振
興
班

熱
塩
加
納
☎（
３６
）２
１
１
１

塩
川
☎（
２７
）２
１
１
１

山
都
☎（
３８
）３
８
１
１

高
郷
☎
０
２
４
１（
４４
）２
１
１
１

問
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１１
月
２３
日（
土
）総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
推
進
事
業
「
オ

レ
ン
ジ
ス
マ
イ
ル
２
０
１
３
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
認
知
症
の
方
や
介
護
す
る
側
の

気
持
ち
を
理
解
す
る
応
援
者
を
養
成
す
る

場
に
１
８
０
人
の
市
民
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
認
知
症
の
医
学
的
知
識
や
病
状
に

対
す
る
対
応
の
仕
方
な
ど
を
、
体
験
談
や

寸
劇
を
ま
じ
え
な
が
ら
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎（
２４
）５
２
３
１

 市政トピックス

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

学
校
の
部

最
優
秀
賞
に
松
山
小
学
校

関
係
団
体
が
一
堂
に
会
し
て
災
害
対
策
を
話
し
合
う

１１
月
２７
日（
水
）市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
今

年
度
の
「
花
で
も
て
な
す
喜
多
方
」
花
い

っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
学

校
の
部
最
優
秀
賞
の
松
山
小
学
校
な
ど
を

表
彰
し
ま
し
た
。

１１
月
２９
日（
金
）熱
塩
加
納
会
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
市
、
消
防
、
警
察
、
町
内
小

中
学
校
、
社
会
福
祉
協
議
会
熱
塩
加
納
支

所
、
地
元
消
防
団
、
町
行
政
区
長
会
、
地

区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
地
区
赤
十
字

奉
仕
団
、
自
主
防
災
組
織
、
熱
塩
加
納
婦

人
消
防
隊
、
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
約

３０
人
が
出
席
し
、
地
域
連
携
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
情
報
連
絡

体
制
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
等
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

熱
塩
加
納
総
合
支
所
住
民
課

☎（
３６
）２
１
１
１

問問問問

●「
花
で
も
て
な
す
喜
多
方
」
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

●
第
１
回
熱
塩
加
納
町
自
然
災
害
対
策
地
域
連
携
会
議
開
催

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
推
進
事
業
「
オ
レ
ン
ジ
ス
マ
イ
ル
２
０
１
３
」

正
し
い
認
知
症
の
症
状
や
予
防
法
を
学
ぶ

学
校
の
部
１１
件
、
団
体
・
法
人
の
部
２２
件
、

個
人
の
部
６
件
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
２０
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す（
敬
称
略
）。

▽
学
校
の
部（
保
育
所
・
幼
稚
園
を
含
む
）

○
最
優
秀
賞

喜
多
方
市
立
松
山
小
学
校

○
優
秀
賞

喜
多
方
市
立
塩
川
小
学
校
、

喜
多
方
市
立
山
都
小
学
校

○
奨
励
賞

喜
多
方
市
立
第
一
小
学
校
、
喜
多
方
市
立

第
二
小
学
校

▽
団
体
・
法
人
の
部

○
最
優
秀
賞

上
林
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ（
山

都
町
）
○
優
秀
賞

豊
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
あ
ゆ
み
の
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
く
ら
の

会（
松
山
町
）、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
１５（
熱
塩
加

納
町
）
○
奨
励
賞

東
桜
ガ
丘
花
の
会
、

寺
町
長
寿
会
、
西
四
ツ
谷
婦
人
会
、
慶
徳

公
民
館

○
特
別
賞

新
町
行
政
区

▽
個
人
の
部

○
最
優
秀
賞

永
嶋
千
代
子（
高
郷
町
田

中
）
○
優
秀
賞

山
口
久
江（
松
山
町
村

松
第
一
区
）
○
奨
励
賞

田
中
政
力（
山

都
町
一
ノ
木
）、
渡
部
修
一（
岩
月
町
下
台
）、

上
野
キ
ミ
子（
東
桜
ガ
丘
）

○
特
別
賞

鈴
木
キ
ヨ
エ（
熱
塩
加
納
町
針

生
）観

光
交
流
課
花
で
も
て
な
す
係

☎（
２４
）５
２
０
０

問問
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米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
で
５
団
体
・
個
人
が
受
賞

喜
多
方
の
米
は
う
ま
い
！

米
の
味
わ
い
を
競
う
第

１５
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
が
宮
城
県
七

ヶ
宿
町
で
行
わ
れ
、
小
学

校
部
門
の
最
高
賞
に
あ
た

る
金
賞
に
豊
川
小
学
校
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
次
点
に
あ
た
る

特
別
優
秀
賞
に
熱
塩
小
学

校
が
選
ば
れ
、
市
内
か
ら

２
校
も
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

小
学
校
部
門
以
外
で
も
３
人
が
受
賞
し
、
総
出
品
数
３
９
５

４
件
で
５
つ
の
団
体
・
個
人
が
受
賞
す
る
結
果
と
な
り
、
喜
多

方
の
米
の
お
い
し
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
部
門
順
に
掲
載
）。

▽
小
学
校
部
門

金
賞

豊
川
小
学
校

特
別
優
秀
賞

熱
塩

小
学
校

▽
国
際
総
合
部
門

特
別
優
秀
賞

花
見
厚
さ
ん（
Ｊ
Ａ
会
津

い
い
で
稲
作
部
会
）

▽
都
道
府
県
代
表
お
米
選
手
権

特
別
優
秀
賞

上
野
篤
幸
さ

ん（
熱
塩
加
納
認
定
農
業
者
協
議
会
）

▽
栽
培
別
部
門

Ｊ
Ａ
Ｓ（
有
機
栽
培
）

金
賞

宇
内
長
司
さ

ん（
熱
塩
加
納
町
認
定
農
業
者
協
議
会
）

問
学
校
教
育
課
管
理
・
指
導
班
☎（
２３
）２
１
１
３

農
林
課
農
業
振
興
対
策
室
☎（
２４
）５
２
３
５

問問問問

喜多方市墓地、埋葬等に関する条例の概要（素案）についての意見募集

「墓地、埋葬等に関する法律」が一部改正され、墓地、納骨堂、火葬場の経営等に係る許可事
務の権限が福島県より市へ移譲されました。
市がその事務を実施するにあたり、墓地等に関する基準や事務手続き等について規定した条例
の策定作業を行い、素案がまとまりましたのでこれを公表し意見を募集します。
◆意見募集期　1月6日（月）～2月5日（水）
◆公表場所

①喜多方市ホームページによる閲覧　②生活環境課における配布・閲覧
③市政情報コーナー（市役所本庁舎2階）における配布・閲覧
④各総合支所住民課における配布・閲覧
※②～④については、土・日曜日・祝日を除く、午前8時30分から午後5時15分まで。
◆応募資格

○喜多方市にお住まいの方　○喜多方市内に事務所、事業所がある法人や団体
○喜多方市内の会社や学校に通勤通学されている方　○この事案に利害関係のある方
◆提出方法

「意見提出用紙」（市のホームページからダウンロードできます。必要事項記載があれば任意様
式でも可）に、住所、氏名（団体名）、電話番号、区分等を明記のうえ、次のいずれかの方法によ
り提出してください。
○持参…生活環境課または各総合支所住民課（土・日曜日・祝日を除く、午前8時30分から午後
　5時15分まで）
○郵送…〒966-8601（住所記載不要）喜多方市役所生活環境課環境推進班宛て
○FAX…（22）9571　生活環境課環境推進班宛て
○電子メール…seikatsu@city.kitakata.fukushima.jp
◆募集した意見の取り扱い

提出していただいた意見およびその検討結果は、住所、氏名等の個人情報を除き、市ホームペ
ージなどで公表します。
※匿名や電話による意見は受け付けることができません。ご意見に対して個別の回答はしません。
生活環境課 環境推進班☎（24）5261問 問
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　（財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報
事業として地域コミュニティの健全な発展を図る
目的で実施している「コミュニティ助成事業」に
よる助成を受けて、緑町町内会ではLED防犯灯
（ポール設置型14基、電柱設置型5基）を、黒岩行
政区では除雪機（1台）を整備しました。今後は、
地域の皆様の安全・安心とともに、一層の地域コ
ミュニティの維持・活性化に活かされます。
企画政策課 過疎地域集落対策室

　 ☎（24）5209

「コミュニティ助成事業」で芸術環境づくり

　（財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として地域コミュニティの健全な発展を図
る目的で実施している「コミュニティ助成事業」による助成を受けて、喜多方・夢・アートプロ
ジェクト2013を実施しました。大原美術館が所蔵するセザンヌ作品の展示を皮切りに、国内外で
活躍する芸術家が喜多方市内を拠点に作品制作を行いました。
　今後も地域の皆様が一流の芸術を体験できる機会を提供していきます。
文化課 文化振興班☎（24）3821

「コミュニティ助成事業」で
LED防犯灯と除雪機を整備

問 問

　今年度の喜多方市技能功労者表彰式が10月31
日市保健センターで行われました。表彰式では、
受賞者に表彰状と記念品が贈られ、鈴木千代枝
さんが受賞者を代表して謝辞を述べました。
商工課 商工労政班 ☎（24）5233

平成25年度「喜多方市技能功労者表彰」

　長年にわたり漆器
製作に携わり、その
経験を生かし後継者
育成や技術の継承・
向上に努めるなど、
業界の発展に寄与し
ています。

　県屋外広告美術協
同組合の役員を歴任
し、研究会の開催や
講習会の講師を務め
るなど、業界の発展
に寄与しています。

漆器工
鈴木　千代枝さん
（菅原町）

広告美術工
小林　聖一さん
（東四ツ谷）

問 問

問 問
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いってみよう！みてみよう！やってみよう！

　広報きたかた　2014.1◯　◯◯

今
年
度
活
用
し
た
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。
今
月
は
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
、

公
民
館
の
取
り
組
み
を
掲
載
し
ま
す
。

◆
山
都
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
修
養
団
の
教
育
）

○
実
施
日
…
１０
月
６
日

Ｐ
Ｔ
Ａ
家
庭
教
育
学
級
を
開
催
し
、
講

師
に
公
益
財
団
法
人
修
養
団
の
久
世
郁
夫

さ
ん
を
招
き
、
保
護
者（
地
域
住
民
お
よ

び
教
師
も
含
む
）を
対
象
に
、「
共
に
育
つ

〜
親
と
子
の
生
き
方
、
つ
き
合
い
方
〜
」

と
題
し
て
、
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

○
参
加
者
の
感
想

な
か
な
か
子
育
て
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

が
な
い
保
護
者
に
と
っ
て
よ
い
研
修
と
な

り
ま
し
た
。
講
演
終
了
後
、
分
科
会
を
開

催催
し
、
講
演
の
感
想
や
子
育
て
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
会
が
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。

」

「
人
づ
く
り
の
指指
針取

り
組
み
紹
介

講
師
派
遣
事
業
のの
取

◆
高
郷
中
学
校（
人
づ
く
り
の
指
針
）

○
実
施
日
…
１１
月
２８
日

喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
「
未
来
を

拓
く
喜
多
方
人
」
と
「
な
か
よ
く
た
く

ま
し
く
生
き
る
」
と
題
し
て
、
講
師
に

元
教
育
長
の
鈴
木
充
正
さ
ん
を
招
き
、
全

校
生
徒
を
対
象
に
、「
喜
多
方
人
づ
く
り

の
指
針
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。

○
参
加
者
の
感
想

人
づ
く
り
の
指
針
作
成
の
経
緯
と
「
５

つ
の
柱
」
に
込
め
ら
れ
た
思
い
が
理
解
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
喜
多
方
が
生
ん
だ
先

人
の
生
き
方
の
琴
線
に
触
れ
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
役
立
つ
よ
い
講
演
で
あ
り
ま
し

た
。

◆
姥
堂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
蓮
沼
門
三
氏
）

○
実
施
日
…
１２
月
６
日

Ｐ
Ｔ
Ａ
教
養
委
員
会
に
よ
る
教
育
講
演

会
を
開
催
し
、
講
師
に
修
養
団
愛
汗
喜
多

方
会
長
の
玄
永
三
男
さ
ん
を
招
き
、
全
校

児
童
お
よ
び
保
護
者（
教
師
も
含
む
）を
対

象
に
、蓮
沼
門
三
氏
の
生
き
方
に
つ
い
て
、

紙
芝
居
を
用
い
な
が
ら
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。

○
参
加
者
の
感
想

自
分
の
夢
を
か
な
え
、
一
生
を
社
会
教

育
に
努
め
た
蓮
沼
門
三
先
生
の
生
き
方
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
の
よ
う

に
心
豊
か
な
人
に
な
れ
る
よ
う
、
自
分
も

手
本
に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

◆
高
郷
公
民
館（
蓮
沼
門
三
氏
）

○
実
施
日
…
１１
月
２６
日

第
８
回
高
郷
い
き
が
い
学
級（
高
齢
者

学
級
）を
開
催
し
、
講
師
に
修
養
団
愛
汗

喜
多
方
会
員
の
小
椋
武
さ
ん
を
招
き
、
い

き
が
い
学
級
の
受
講
生
を
対
象
に
、
喜
多

方
市
の
偉
人
に
つ
い
て
「
蓮
沼
門
三
人

と
思
想
」
と
題
し
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
を

お
り
ま
ぜ
な
が
ら
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。

○
参
加
者
の
感
想

蓮
沼
門
三
氏
の
世
の
中
が
変
わ
っ
て
も

自
分
の
理
想
を
貫
き
生
き
抜
い
た
姿
は
、

す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。「

蓮
沼
門
三
氏
」、「
瓜
生
岩
子
刀
自
」、

「
藤
樹
学
」、「
人
づ
く
り
の
指
針
」
に
つ

い
て
の
内
容
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く
解

説
す
る
講
師
を
派
遣
す
る
事
業
で
す
の

で
、
み
な
さ
ん
が
所
属
す
る
各
種
団
体
で

利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

山都小学校ＰＴＡ
ＰＴＡ家庭教育学級の様子

高郷中学校
喜多方市人づくりの指針講演会の様子

姥堂小学校ＰＴＡ
ＰＴＡ教養委員会　教育講演会の様子

高郷公民館
第8回高郷いきがい学級（高齢者学
級）の様子

問問
申申
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今
年
度
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
顕
彰

と
し
て
、
南
部
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
代
表
指
導
者
で
あ
る
田
中
善
雄
さ
ん
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
永
年
に
わ

た
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
・
育
成
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
良
団
体

表
彰
で
は
、
高
郷
・
山
都
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
永
年
の
活
動
を
通
し
て
青
少
年
の
健

全
育
成
に
努
め
、
ま
た
、
保
護
者
会
の
積

極
的
支
援
体
制
の
も
と
で
の
充
実
し
た
活

動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
の
福
島
県
知
事
表
彰
と
し
て
小

檜
山
利
伊
さ
ん
、
福
島
県
青
少
年
育
成
県

民
会
議
会
長
表
彰
と
し
て
田
中
善
雄
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
檜
山
さ
ん
は
、
喜
多
方
地
区
防
犯
協

会
連
合
会
喜
多
方
市
防
犯
協
会
顧
問
と
し

て
、
田
中
さ
ん
は
、
南
部
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
代
表
指
導
者
と
し
て
青
少
年

健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

◆
開
催
日

２
月
９
日（
日
）

◆
会
場

押
切
川
公
園
体
育
館

◆
競
技
種
目

○
団
体
戦（
全
３
部
門
）

○
個
人
戦（
全
１５
部
門
）

※
高
校
生
・
大
学
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

◆
参
加
費

無
料

◆
申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
１
月
３１
日（
金
）ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
資
格
な
ど
詳
し
く
は
喜
多
方
市
体

育
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
公
財
）
喜
多
方
市
体
育
協
会（
押

切
川
公
園
体
育
館
内
）☎（
２３
）０
７
７
１

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

２
月
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
新
規
講
座

で
は
、
簡
単
に
作
れ
て
お
し
ゃ
れ
に
贈
れ

る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
を

行
い
ま
す
。

◆
日
時

２
月
７
日（
金
）

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

◆
講
師

鈴
木
由
紀
江
先
生

◆
費
用

材
料
費
１
０
０
０
円

◆
対
象

１８
歳
以
上
３５
歳
ま
で
の
喜
多
方

市
在
住
の
方
、
も
し
く
は
通
勤
さ
れ
て
い

る
方
。

◆
定
員

１２
人

◆
申
し
込
み

１
月
１４
日（
火
）よ
り
募
集

開
始
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
詳
し
く
は
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３

団
顕
彰

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年年
団年

団
優
良
団
体
表
彰

福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少少
年

全
育
成
条
例
に
基

福
島
県
青
少
年
健健
全

づ
く
知
事
表
彰

成
県
民
会
議
会
長

福
島
県
青
少
年
育育
成

表
彰

第
47

民
卓
球
大
会

回
喜
多
方
市市
民

出
場
者
募
集

ム
新
規
講
座

勤
労
青
少
年
ホ
ーー
ムョ

コ
レ
ー
ト
作
り

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チチ
ョ

受
講
生
募
集

問問

申申

問問

申申

高郷・山都サッカースポーツ
少年団（板垣　浩さん）

田中善雄さん

田中善雄さん

小檜山利伊さん
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お
か
つ
成
人
の
責
任
者
を
有
す
る
こ
と
。

◆
利
用
で
き
る
時
間

学
校
教
育
上
支
障

の
な
い
日
の
午
後
９
時
ま
で（
開
始
時
間

は
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◆
申
請
書
の
受
付
期
間

１
月
６
日（
月
）

〜
１
月
３１
日（
金
）

◆
申
請
書
の
提
出
先

生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
教
育
課

◆
そ
の
他

○
利
用
希
望
の
施
設
・
時
間
帯
が
重
複
す

る
場
合
は
、
調
整
を
行
い
ま
す
。

○
利
用
に
際
し
て
、
施
設
使
用
料
は
原
則

無
料
で
す
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
照
明

代
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
促
進
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
た
め
、
学
校
教
育
に
支
障
の
な
い

範
囲
で
、
左
記
の
小
・
中
学
校
の
体
育
施

設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
団
体
登
録

申
請
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、期
限
ま
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
２５
年
度
に
登
録
し
た
団
体
も
再
度

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
施
設

◆
利
用
で
き
る
団
体

○
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す
る

方
で
構
成
す
る
１０
人
以
上
の
団
体
で
、
な

◆
日
時

３
月
９
日（
日
）

○
受
け
付
け
…
午
前
８
時
３０
分

○
開
会
式
…
午
前
９
時
３０
分

○
競
技
ス
タ
ー
ト
…
午
前
１０
時
３０
分

◆
会
場

三
ノ
倉
ス
キ
ー
場（
熱
塩
加
納

町
）

◆
競
技
種
目

ス
ー
パ
ー
大
回
転（
小
学
生
か
ら
マ
ス
タ

ー
ズ
ま
で
の
男
女
別
計
１５
部
門
）

※
各
部
門
１
回
の
み
の
滑
走
と
し
、
全
日

本
ス
キ
ー
連
盟
競
技
規
則
に
準
じ
ま
す
。

平
成
26
年
度

用
団
体
募
集

学
校
体
育
施
設
利利
用

◆
表
彰

○
全
部
門
第
６
位
ま
で
表
彰
し
ま
す
。

○
各
部
門
に
お
い
て
最
高
タ
イ
ム
の
男
女

に
部
門
別
ラ
ッ
プ
賞
を
授
与
し
ま
す
。

○
特
別
賞（
ラ
ッ
キ
ー
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞

な
ど
）が
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間

１
月
１４
日（
火
）〜
２
月
１４

日（
金
）

※
申
込
書
に
参
加
料（
１
人
２
０
０
０
円
）

を
添
え
て
、
直
接
あ
る
い
は
郵
送（
申
込

期
間
の
消
印
が
あ
る
も
の
有
効
）に
て
事

務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
期
限
後
に
出
場
を
取
り
消
し
た
場

合
、
参
加
料
は
返
金
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

申
込
期
限
後
に
雪
不
足
、
自
然
災
害
等
な

ど
で
大
会
が
開
催
で
き
な
い
場
合
は
、
参

加
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て
返
金
に
代
え

ま
す
。

◆
そ
の
他

○
滑
走
の
順
番
は
大
会
事
務
局
で
抽
選
し

ま
す
。

○
出
場
者
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。
不
慮
の
事
故
、
け
が
に

つ
い
て
は
、
主
催
者
側
で
加
入
す
る
傷
害

保
険
の
み
で
の
補
償
と
な
り
ま
す
の
で
、

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
な
ど
の
加
入
を
お
勧

め
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
大
会
実
施
要
項
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

会
津
熱
塩
三
ノ
倉
ス
キ
ー
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局（
熱
塩
加
納
総
合
支
所

教
育
課
内
）☎（
３６
）２
１
１
７

問問

申申

第
52

ノ
倉
ス
キ
ー
大
会

回
会
津
熱
塩塩
三
ノ

出
場
者
募
集

体　育　館 グラウンド

≪小学校≫
第二、塩川、堂島
姥堂、駒形、山都
高郷

≪中学校≫
第一、第二、塩川
山都、高郷

≪小学校≫
第一（照明代有料）
第二、塩川、堂島
姥堂、駒形、山都
高郷

≪中学校≫
塩川（照明代有料）
山都、高郷

問問




